
　４月２０日（日）地区協議会へ参加された次年度の各委

員会の方々ご苦労様でした。いよいよ次年度が本格的にス

タートしたという事で、皆様それぞれの立場でさらに気が

引き締まったものと思います。

　次年度は、ＣＬＰの完成の年度だと言いつつ、地区の組

織がそれに向かっていないのが基になりますが、我がクラ

ブとしては、自分達が最良の形を作り出し、より楽しい実

りのあるクラブにしていったらと思います、今日は参加者

の中から各委員会を代表として発表して下さいます。

　よろしくお願い致します。

　①ロータリーレイトが５月から１＄１０２円に変更に

　　なります。

　②せせらぎ三島ロータリークラブの証明書がＲＩより

　　届いております。旧の三島南ロータリークラブの証明

　　書は、本日、事務局からＲＩに返却いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上。

紀平幸一君（伊豆中央）：いつもお世話になります。
鈴木良則君（沼津西）：お世話になります。
内田憲一君：先日は、地区大会欠席申し訳ございません。ど
うしてもはずせない行事が先に決定しておりましたので。
代理の石井さん、ご迷惑をおかけしました。
大房正治君：４月２０日、地区協議会に兼子次年度ガバナ
ー補佐以下１２名の皆様、ご苦労様でした。
鈴木政則君：４月２０日、地区協議会に参加ありがとうご
ざいました。いよいよ次年度に向けての準備が始まりまし
た。今日は、全体会議および各部会の報告よろしくお願い
します。
西原克甫君：“地球にやさしい街づくり”第１４回空き缶や
タバコなどの投げ捨てストップキャンペーンのお知らせ
４月２９日（祝）午前９時３０分から１２時４０分　場所
は三島東海病院駐車場です。動きやすい服装でお気軽にご
参加ください。炊き出しの「おにぎり」を用意します。



■２００８年～２００９年地区目標

１．会員増強

　現在世界で１２０万人。２６２０地区ではピーク時４，

　５８９人だったものが３月末現在３，４２４人。約１，

　１００人の減。よって各クラブ、純増１名以上を目標。

　女性会員の増強。

２．ロータリー財団寄付

　１００ドル／人・年

３．ベネファクター

　各クラブ１名以上

４．米山記念奨学会事業寄付

　１２，０００円／人・年

５．ポリオ撲滅資金への寄付

　１人２３ドル、１００％撲滅へ！

　未だに世界で４ツの国と地域に残っている。スリランカ、

　バングラデシュ、パキスタン、アフリカ。ビル・ゲイツが

　１億ドル寄付をした。

６．ＧＳＥ（研究グループ交換）

　相手地区６１１０地区アメリカ・ミズーリ、オクラホマ、 
カンザス、アーカンソーなどで、派遣は２００８年９月 
　１８日～１０月１７日、受入は２００８年１１月１日

　～１１月３０日

７．地区活性化援助金

　２，５００円／人・年

　米山梅吉記念館援助金・青少年交換援助金・ＩＴシステ

　ム推進化援助金

　★ガバナー月信を廃刊し、簡素化していく

　★青少年の後援（県より）

　★ＣＬＰ（クラブリーダーシッププラン）を３年間、牧

　　田年度で完成させる

１．対外的広報の充実

　一般の方の、ＲＣに対する認識が薄い。ＲＣの存在を知

　らしめることが一番なので、地域コミュニティーＦＭ

　の活用を考えている。予算３０万円で、静岡県内８局、

　山梨県内２局にＣＭ６０本を放送する。（当クラブでは

　会員の任意で、ＦＭみしま・かんなみで行っている）

２．ＩＴ化の経緯紹介

３．ＣＭＳの導入により地域ホームページを直接アクセス

　例会変更の告知

　ガバナーよりのお知らせ

　ガバナー月信のＩＴ化

　地区委員会の報告

　各ＲＣからの情報（奉仕活動）

４．ＩＴ化によるデータベース化の推進

　出席率のデータベース化

　話の中心は、地区のＩＴ化の方向性の話で、個々のＲＣ

　にどのようにしなさい的な話しはあまりなく、感想とし

　て、まだ各ＲＣのＩＴ化の取り組みはまちまちで、週報

　のホームページ化などはまだかなり遅れていると思わ

　れます。

　２６２０地区の会員減少は全国でもワースト２という

状況です。１クラブあたりのメンバーは４３．５人という

のが全国平均ですが、２６２０地区でもその数字は変わり

ません。現在我がせせらぎ三島では、３６名で平均より約

８名少ない状況です。したがいまして、基本的なロータリ

ーの奉仕活動、具体的な地域社会へ、または国際的な奉仕

活動、職業奉仕が、人数が足りないということもあって十

分な活動ができておりません。これは財政的にも非常に厳

しいものがあります。逆にもうひとつの基本である、親睦

も楽しさが半減してしまいます。そこで大房年度では、一

人が一人増強することを目標とします。地区協議会のセミ

ナーでも、５０名程度のクラブが理想的な運営ができ、し

かも財政的にも活発な奉仕活動を進めることができると

のことです。

　今後は２０周年記念事業やＩＭ等多くの事業があります。

山田定男君山上光喜君ともども頑張りますので、全メンバ

ーの絶大なるご協力をお願いいたします。全員でせせらぎ

三島を活力のある立派なクラブにしましょう。新しい人に

入会していただき、活性化しましょう。楽しいクラブにな

ると思います。

■職業奉仕委員会

１．自己の職業への奉仕　

　「四つのテスト」の確認と職場への提示。自身の座右の銘

　の実施。

２．クラブの活動

　職業奉仕に関する会員卓話の実施。雇用の拡大と企業の

　継続への努力。職場訪問、優秀社員の表彰。

３．分区の活動

　「生活よろず相談」の開催。法律・税務・医療・健康・建築・

　住宅・金融・保険等各分野において専門知識を持つメン

　バーが、ロータリーが掲げる「奉仕の精神」に基づき、皆

　様の相談に応じる社会貢献事業。

４．地区奉仕委員会

　分区内で計画・実施した「生活よろず相談」の内容を編集

　し、職業奉仕月間に合わせ、ガバナー月信に掲載する。

■社会奉仕委員会

１．「富士山を世界文化遺産に！」運動に参加する。

野中信行君：明日は孫のお宮参りです。
山田定男君：５月３日夜、三津浜よりイカ釣りに行きます。
大量祈願でスマイルします。



２．①「地球温暖化」の研究・調査を通じて沙漠緑化の実践

　　　と啓蒙

　 ②沙漠緑化苗木募金への協力
 　　中国の沙漠に、「あなたの森」を作ってみませんか？
 　　木を植えて、地球を冷やそう！沙漠化防止！黄砂防
　　 止！
　  ★私の木キャンペーン
     １口：２０００円でポプラの苗木１本植樹し、３年間    
　　 管理します。植樹費用、記念碑にお名前と植林参加証 
　　 明書、ポプラの写真１枚発送費を含む。
　  ★遠山正瑛生誕１００周年記念事業「日中友好平和の
　　　森」プロジェクト

    〈個人・グループの森〉
　　　１口：５万円　　１０００ｍ２　 　２５０本

    〈企業の森〉
　　　１口：５０万円　１００００ｍ２　２５００本

　５年間、日中双方でしっかり管理し、１年に一度育成状

　況を写真添付にて報告。自治区政府より友好の森参加証

　発行。

 　お申し込みは「日本沙漠緑化実践協会」柴崎様宛
 　電話：０３－５８１２－０８３９ 

■世界社会奉仕員会

　豊かな日本では想像のつかない飢餓や病気で幼い命が

失われている発展途上国に、もっと目を向けてください。

Ｒの友では毎号支援の記事を載せて訴えています。貧困の

主因は文盲によるもので、識字率の向上も重要な支援のひ

とつです。

　当委員会は今年度も各国に支援を行っているクラブに

助成金を出し、活動をお手伝いします。地区の予算は年々

減り昨年の７０万円から５０万円となりましたが、Ｒ財団

のマッチング・グラントの活用などの連携も進めます。ま

た、予算の上で複数のクラブの共同事業の橋渡しも行い、

少しでも多くのクラブが取り組んでくれることを願って

います。

　どんな活動がなされているか事例を記しますが、どうや

って取組むかわからないときは、ノウハウを持っているク

ラブを紹介し、実現へのお手伝いをしますので委員会に連

絡ください。

　会員が現地視察や贈呈式に参加し、さらなる継続支援を

目指すクラブに助成金が活かされること願っています。

【世界社会奉仕の事例】

　●学校建設、教材支援（図書、文具、楽器、遊具）。給食設備、

　　通学用中古自転車

　●里親制度（就学支援）

　●井戸、浄水器設置、便所の建設

　●親善交流野球、サッカー大会

　●姉妹クラブ提携による交流と支援活動

　●青少年交換（地区や姉妹クラブ等）

　●植林

　●地震、津波、洪水被害の支援

　●医療器具支援、検診と治療、福祉器具支援

　●ソーラー、風力発電機の贈呈

■青少年交換小委員会

【目的と目標】

　青少年交換プログラムは青少年に自国と異なる文化・価

値感・歴史・伝統などを体験してもらうことにより、将来の

世界を担う若者を育てる有意義なプログラムであると考

えます。彼らは見知らぬ外国で家庭生活、学校生活、ロー

リー行事などを体験することにより、派遣国の多くの人た

ちと交流し、友情を深め合うことになります。また、派遣

の人たちに日本への理解と友好をアピールする親善大使

としての働きも期待されます。

【現状】　

　２６２０地区ではアメリカ、オーストラリア、メキシコ

ブラジル、ドイツ、ベルギー、オーストリアなどと交換事業

を実施しています。派遣学生は志願の後、１年間の研修期

間中に受け入れ学生・帰国学生との交流を経て、大きな希

望と意欲をもって１年間の海外生活を送ります

【課題】　

　近年の各クラブ会員数の減少、財政的負担、ホストファ

ミリー選定の困難等の課題から本事業への推進は難しく

なってきています。事業の持続的なあり方やその方向性と

して、個々のクラブのみならず各分区での協力や支援体制

が必要です。静岡第６分区や第７分区では事業への推進に

対する申し合わせ事項や青少年交換基金が設けられまし

た。これらの動きに伴い、派遣学生の募集、選考、研修、

バウド研修指導等、具体的体制や地区委員会との仕組みづ

くりも対応は急務であり、大きな責任が課せられます。こ

れら課題を乗り越え、一人でも多くの学生が本事業に参加

し、ロータリーの持つ真の奉仕事業を推進するために、各

クラブとその会員の皆様にご協力とご理解をお願いいた

します。

■国際奉仕委員会

　世界人口は現在(推計)６７億人、１分で１４０人、１日
で２０万人、１年で８千万人が増えています。世界中で、

年に６千万人が亡くなり、１億４千万人が産まれています

　一部の地域や国の経済成長とは裏腹に格差、貧困の拡大

地球温暖化・表土と森が失われるなどの環境問題、石油の

枯渇などのエネルギー問題、水と食料・病院と学校が不足

しています。人も動物も植物も感染症問題は増大するばか

り。戦争なんかしている場合ではありません！しかし、国

家、民族、宗教間の激突、テロも減ってはいない大変な状況

下にあります。

　世界が抱える問題の解決に自己利益を超えて挑む人々

や仲間、「自らを律し、他に手をさしのべる」精神こそが必



要で、私たちロータリアンの果たすべき大きな役割りが必

要なのであります。

　第２６２０地区　国際奉仕委員会では世界社会奉仕小

委員会（ＷＣＳ）と青少年交換小委員会（ＹＥＰ）の二つの

活動があります。以下それぞれの活動について概略を述べ

ます。

　世界社会奉仕小委員会（ＷＣＳ）は、識字率向上、水質・保

健衛生の向上、飢餓貧困からの脱却などの支援を必要とし

ている地域に他国のクラブが手を差し伸べるプログラム

です。

　① 学校のない地域に学校を建設
　② 教材や文房具を提供
　③ 通学用自転車の提供
　④ 識字率の向上のための支援
　⑤ 井戸掘り等による飲料水の確保、生活環境整備
　⑥ 保健衛生の向上を目指すプロジェクト
　等の内容です。

　地区協議会について報告致します。

　私(望月)は新世代育成委員会に出席しました。 内容的
には インターアクト ローターアクトの話しがメインテ
ーマでした。その内容はどちらの組織もロータリーメンバ

ーが減少している現在、その下部組織に位置している両組

織の数的拡大を目指す運動を、どの様にしていくかと言う

事がメインテーマになっていましたが、当クラブに於いて

は両組織を持っていないので他のクラブの苦労している

現状を聞いていた事でした。 主な現状はどちらの組織も
人数の減少をどうするか、という悩みでした。

　以上簡単ですが報告と致します

　ロータリー米山奨学事業とは、全国のロータリアンから

の寄付金を財源として、日本で学ぶ私費外国人留学生に奨

学金を支給し、支援する国際奨学事業です。年間の奨学生

採用数はおよそ８００人、事業費は１４．３億円（２００６

年度決算）と、国内では民間最大の奨学事業となっていま

す。これまでに支援してきた奨学生は、累計で１万３，９

２人（２００７年４月現在）。その出身国は世界１０９の国

と地域に及びます。予算の関係上、２６２０地区では２０

人の受け入れになっています。奨学金による経済的援助だ

けでなく、「世話クラブ・カウンセラー制度」を設けて、ロー

タリーとの深い交流と精神的ケアを重視しているのが特

長です。奨学生一人一人に、地域のロータリークラブから

世話クラブが選ばれ、さらにその会員の中からカウンセラ

ーが付いて、奨学生との交流を深め、彼らの日本での生活

が心豊かなものになるように配慮しています。奨学生には

かけがえのない経験となると同時に、支援するロータリア

ンにとっても、米山奨学事業の意義を実感し、理解を深め

る機会となっています。


